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庁Zきと婦と産業の三ち昭和町

絵本っておもしろいな/

よみ手かせとおfi怒しめ会
昭*和*町*立*図*書*館

赤ちゃんや小さな子どもだちが、お田さんと一緒に総本やお話を

聞く会が町立図書館で聞かれましだ。

鈎児コーナーのじゅうたんに座つだ子どもだちは、手あそびやわ

らべうだで会が始まると、それまでのにぎやかさから急lこ静かにな

り、目を輝かせてじっと聞き入っていましだ。

毎日、お父さんあ団さんが、子どもたちに総本ゃあ話をきかせて

あげる家庭も多くなることでしよう。

町立図書館では、この催しを毎月第三木曜日に開いています。親

子でご参加ください。

〔町の人口〕

男 6，797人(+12) 

女 6，403人(-4) 

計 13，200人(+8) 

世帯数 4，570戸 (+11) 

1993 6月l日現在。()内は前月比
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昭
和
町
に
は
四
月
現
在
で
、
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
町
の
人
口
の
お
よ
そ

一
割
、
一
千
三
百
十
三
人
い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
多
く
は
、
身
体
、
が
不
自
由
に
な
っ

て
も
、
住
み
な
れ
た
家
庭
で
生
活
で
さ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
ね
だ
き
り
や
痴
呆
性
の
お
年
寄
り
、
か
、
住
み
慣
れ
た
家
庭
で
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
今
年
の
四
月
に
増
築
さ
れ
た
特
別
養
護
老
人
ホ

i
ム
昭
寿
荘
を
利
用
し

て
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
ま
た
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

i
の
訪
問
や
紙

お
む
つ
費
用
の
助
成
な
ど
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
、
が
住
み
慣
れ
た
家
庭
で
安

ωし
て
暮
ら
せ
る

た
め
に
も
、
こ
の
よ
う
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
利
用

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ホーふ
ヘルプ

在
宅

の
虚
弱
及
び
ね
た

き
り
の
お
年
寄
り
に
、
自

立
的
生
活
に
意
欲
を
持
ち
、

心
身
機
能
の
維
持
向
上
を

は
か

つ
て
い
た
だ
く
た
め
、

ま
た
、
家
族
の
身
体
、
精

神
的
負
担
の
軽
減
が
は
か

れ
る
よ
う
に
、
日
帰
り
で

昭
寿
荘

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
送
迎
し
ま
す
。

入
浴
・
給
食
・
日
常
動

作
訓
練
な
ど
の
各
種
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す

0

・
利
用
で
き
る
方

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り

痴
呆
性
の
お
年
寄
り

身
体
の
弱
い
お
年
寄
り

・
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

リ
フ
ト
付
き
パ
ス
で
昭
寿
荘
に
送
迎

い
た
し
ま
す
。

・
入
浴
サ
ー
ビ
ス

・
給
食
サ
ー
ビ
ス

.
日
常
勤
作
訓
練

・
健
康
チ
ェ

ッ
ク

・
家
族
介
護
者
教
室

.
利
用
料
金

一
回
に
つ
き
七
百
円
程
度

(
主
に
食
事
代
)

可
ィ
ロ

4
4
一

E
7
h
J
L
一

「昭寿荘」デイ・サービスセンターで

ピスでのサ日帰り -
現
在
、
昭
和
町
の
方
に
は
月
曜
・
火
②

曜
日
を
中
心
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
4
1

ま
す
。

7

五
月
末
の
火
曜
日
に
は
、
十
人
の
方
郎

々
が
デ
イ
・
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
さ
れ
ま
平

し
た
。
午
前
十
時
に
送
迎
パ
ス
で
到
着

わ

し
た
み
な
さ
ん
は
、
お
茶
を
飲
み
な
が

β

ら
く
つ
ろ
い
だ
後
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
吋去寸

受
け
ま
し
た
。
お
風
呂
は
、

寝
た
き
り
広

の
ま
ま
入
れ
る
特
殊
浴
槽
や
、
県
内
に

ま
だ

一
つ
し
か
な
い
車
椅
子
に
乗
り
座

っ
た
ま
ま
入
れ
る
お
風
呂
で
す
。

毎
週
メ
ニ
ュ

ー
の
変
わ
る
昼
食
を

食
べ
た
後
は
、
リ
ハ
ビ
リ
や
日
常
動
作

訓
練
な
ど
を
受
け
て
、
午
後
三
時
に
セ

ン
タ
ー
を
後
に
し
ま
し
た
。

こ
の
日
デ
イ
・
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し

て
い
た
方
は
、

「家
に
い
る
と
ど
う
し

て
も
動
く
こ
と
が
少
な
く
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。
地
区
の
民
生
委
員
さ
ん
の
紹

介
で
来
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
と
会
話

し
た
り
日
常
動
作
訓
練
を
受
け
た
り
し

て
心
身
の
老
化
を
少
し
で
も
防
ぎ
た
い

と
思
い
ま
す
日
と
話
し
て
い
ま
し
た
。企座ったまま入れるお風自



ふヨート
ステイ

テイ
サービス

家
庭
に
お
い
て
お
年
寄

り
を
介
護
し
て
い
る
家
族

が
、
病
気
や
冠
婚
葬
祭
な

ど
の
理
由
で

一
時
的
に
介

護
で
き
な
い
と
き
に
、
短

期
間
(
原
則
と
し
て

一
週

間
)
昭
寿
荘
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
で
お
世
話
い
た
し

ま
す
。紙

お
む
つ

時的なお世話

購
入
を
助
成

... r昭寿荘」デイ・サービスセンター

-
対
象
に
な
る
場
合

ね
た
き
り
老
人
、
痴
保
性
老
人
及

ぴ
重
度
の
失
禁
者
、
ま
た
三
か
月
以

上
ね
た
き
り
の
人
の
た
め
に
紙
お
む

つ
を
購
入
す
る
場
合

-
助
成
金

月
額

一
万
円
以
内

-
利
用
で
き
る
方

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り

痴
呆
性
の
お
年
寄
り

身
体
の
弱
い
お
年
寄
り

た
だ
し
、
病
状
の
安
定
し
て
い
る

方
に
限
り
ま
す
。

-
利
用
で
き
る
場
合

介
護
を
し
て
い
る
家
族
が
、
冠
婚

葬
祭
、
病
気
、
出
産
、
旅
行
な
ど
で

介
護
が
で
き
な
い
時
。

-
利
用
で
き
る
期
間

原
則
と
し
て

一
週
間
以
内
で
す

・
利
用
料
金

一
日
に
つ
き

一
千
円
程
度

(
主
に
食
事
代
)

-
〈利用のお申込み・お問合せ先〉

昭和町役場健康福祉課・福祉係

ft75-2川

または地区の民生委員さんまでどうぞ、

ホ
ー
ム
へ
ル
パ
!
が
お

伺
い
し
ま
す
。
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
通
し
て
、
老
人
が

健
康
で
や
す
ら
か
な
在
宅

生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
援

助
し
ま
す
。
ま
た
家
族
の

介
護
負
担
の
軽
減
を
は
か

る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

が訪問ヘルパー
-
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

。
身
体
の
介
護
に
関
す
る
こ
と

食
事
・
排
世
・
着
脱
衣
・
入
浴

洗
髪
・
病
院
付
添
な
ど

O
家
事
に
関
す
る
こ
と

調
理
・
洗
濯
・
掃
除
・
買
物
な
ど

O
相
談
、
助
言
に
関
す
る
こ
と

役
場
と
の
連
絡
・
生
活
相
談
助
言

・
利
用
で
き
る
家
庭

身
体
が
弱
か
っ
た
り
、
心
身
の
障

害
や
傷
病
な
ど
で
ね
た
き
り
に
な
っ

て
い
る
な
ど
、
日
常
生
活
に
支
障
が

あ
る
お
年
寄
り
の
い
る
家
庭
で
、
家

族
の
介
護
が
困
難
な
場
合
。

ひ
と
り
暮
ら
し
で
も
、
元
気
な
お

年
寄
り
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

-
利
用
料
金

原
則
と
し
て
無
料
で
す

民生委員児童委員
(敬称略)

地区 氏 名 電話番号

西 条 一 区
末木敏夫 75-3711 
中込喜代子 75-3376 
上杉知英 75-2052 
秋 山 とし江 75-3778 

西 条ニ 区 坂 本 菊 雄 75-2080 
長 田 和 子 75-3351 
深沢邦芳 75-3802 
笹本照男 28-9020 

清水新居 石原 千 鶴 22-5011 
保坂明子 24-2970 

西条新田
塚原省二 75-3431 
中沢喜幸 75-2165 

押 越
望月 草月 徳 75-3465 
有賀 一 雄 75-3446 

河東中島
佐野安 一 75-2157 
鷹野たつ子 75-2130 

紙漉阿原
清水博文 75-4886 
野 j畢善久 75-3880 

築地新居
河田 武 75-2451 
オ百五ミ二 mr 9虫 75-3665 

飯 喰 高野秀次 75-2972 
今村 積氏 75-2003 

河 西 工刀 万辰 号ム 75-2378 
長 田 その子 75-5730 

上河東 武田 かはる 75-2198 

上河東ニ区
品野 順 子 75-3522 
中込 乏問示1 75-3736 

平成5.7.1 ③広報しようわ



ヨ
⑭
協
同
ω宋
ー今回

門
川
U
6
種
目
に
熱
戦
を
展
開

町
体
育
協
会
が
主
催
す
る
春
の
球
技
大
会
が
、
五
月
十
六
日
・
三
十
日
の
日

曜
日
押
原
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
卓
球
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ソ
フ
ト
バ
レ

l

野
球
・
マ
マ
さ
ん
バ
レ

l
の
六
種
目
に
お
よ
そ
七
百
人
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
地
域
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

O 
野

球

優

勝

l

築
地
新
居

準
優
勝
|
飯

喰

三
位
|
河
東
中
島
・
西
条
新
田

女
八
チ

l
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
こ

の
種
目
、
若
い
選
手
を
中
心
と
し
た
築

地
新
居
が
久
し
ぶ
り
の
優
勝
。

O
一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

l

西
条
二
区

準
優
勝
河
東
中
島

三

位

l

西
条
新
田
・
西
条
一
区

女
投
手
力
が
い
い
西
条
二
区
チ
!
ム
が

二
年
ぶ
り
の
優
勝
。
準
優
勝
は
、
毎
年

好
成
績
を
残
す
河
東
中
島
。

O
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
勝
|
西
条
一
区

準
優
勝
l

河
東
中
島

三
位
|
紙
漉
阿
原
・
上
河
東
ニ
区

古
攻
守
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
西
条

一

区
チ
l
ム
が
初
優
勝
。
レ
シ
ー
ブ
が
安

定
し
て
い
た
河
東
中
島
が
準
優
勝
。

企一般男子ソフトボール

O
ソ
フ
ト
パ
レ
十
ボ
ー
ル

優

勝

l

西
条
一
区
A

準
優
勝
l

河

西

三

位

!
西
条
二
区

B
・
築
地
新
居
B

カ
第
四
回
を
迎
え
る
こ
の
大
会
。
十
八

チ
ー
ム
が
参
加
し
た
今
回
は
、
西
条
一

区
A
チ
l
ム
が
初
優
勝
。

O
卓

球

優

勝

l

河

西

準
優
勝
|
西
条
一
区

三
位
|
河
東
中
島
・
築
地
新
居

合
同
個
人
戦
優
勝
者
(
敬
称
略
)

・

男

子

初

才

代

米

倉

克

也

・

男

子

初

才

代

石

原

一

・
女
子

ω才
代

五

味

三
重
子

・

男

子

刊

才

代

堀

井

利

治

・
女
子

ω才
以

上

高

野

章

子

・
男
子

ω才
以

上

赤

池

好

一

O
男
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
米
倉
克
也

O
女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
五
味
三
重
子

女
団
体
戦
は
、
河
西
チ

l
ム
が
久
し
ぶ

り
の
優
勝
。
男
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
米

倉
さ
ん
が
六
年
連
続
で
、
女
子
は
五
味

さ
ん
が
初
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
。

O
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

優

勝

l

河
東
中
島

準
優
勝
l

築
地
新
居

三

位

1

河

西

古
河
東
中
島
チ

l
ム
が
四
年
連
続
で
優

勝
。
個
人
の
ベ
ス
ト
ス
コ
ア

l
は
雨
宮

範
雄
さ
ん
(
河
東
中
島
)
で
し
た
。

口
町
民
ゴ
ル
フ

企ソフトバレーボール

優

勝

|
上

河

東

準
優
勝
l

河
東
中
島

三

位

l

清
水
新
居

す
七
十
五
人
が
出
場
し
た
今
回
の
大
会

で
は
、
上
河
東
チ
ー
ム
が
河
東
中
島
の

ソフトボールリーグ戦開幕

五
月
十
日
、
第
十
一
回
町
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
リ
ー
グ
戦
が
閉
幕
し
、
半
年
間
に

わ
た
る
熱
戦
の
火
ぶ
た
が
き
ら
れ
ま
し

た
。参

加
二
十
五
チ

l
ム
は
、
昨
年
の
成

績
か
ら
A
級
・

B
級
・

C
級
の
三
つ
の

リ
l
グ
に
分
か
れ
、
総
あ
た
り
戦
で
試

合
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
ど
の
チ

l
ム
が
優
勝

旗
を
子
に
す
る
で
し
ょ
う
か
。

四
連
覇
を
阻
み
優
勝
。
新
ペ
リ
ア
方
式
④

で
行
わ
れ
た
個
人
戦
優
勝
は
、

一
之
瀬

4
1

渡
さ
ん
(
西
条

一
区
)
で
し
た
。

7

※
団
体
戦
は
、
各
地
区
の
上
位
成
績
者
均

四
名
の
打
数
の
合
計
で
競
わ
れ
ま
す
。

平

<C級リーグ〉
1 .清水クラブ

2.西条一区べ戸ーズ

3.押原クラブ

4.クリ工ート宅問

5.テツチャンズ
6.YNクラブ B
7.甲府エレクトロニクス
8.ヤングムーン
9.356ブラザーズ

くB級リーグ〉
1 .西条一区クラブ

2.中島クラブ

3.押越クラブ

4.ノンキーズ
5.河西クラブ

6.ラビット

7.ワカツキスピリツツ
8.飯喰フレンダーズ

くA級リーグ〉
1 .目立甲府クラブ

2.西条二区 B

3.築地クラブ

4.昭和クラブ

5.YNクラブA
6.西条二区 A
7.スリー工スクラブ
8.昭和一般男子

企町民ゴルフ大会(丘の公園ゴルフコース)

広報しょうわ



町老人クラブ連合会の歌
発表

島みや子りふマbbgm

昭和町老人クラブ連合会

昭
和
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ご
瀬

金
造
会
長
)
で
は
、
こ
の
ほ
ど
平
成
瓦

年
度
の
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
新
た
に
で
き
あ
が
っ
た

「
昭
和
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
歌
」

の
発
表
と
指
導
が
、
作
曲
者
の
三
科
貢

先
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

作
詞
者
の

三
神
登
志
江
さ
ん
に
も

一
緒

に
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
、
老
人
大
学
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ

ン
で
、
田
富
町
出
身
の
。フ
ロ
歌
手
島
み

や
子
ワ
ン
マ
ン
シ
ョ

ー
が
行
わ
れ
、
ナ

ツ
メ
ロ
を
中
心
に
語
り
を
交
え
な
が
ら

「
旅
の
夜
風
」
「
だ
ん
な
様
」
な
ど
九

曲
を
、
会
場
の
お
年
寄
り
と

一
緒
に
歌

い
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

鳥
さ
ん
は
、
オ

ー
ル
日
本
オ
リ
ジ
ナ

ル
歌
謡
祭
で
新
曲
「
妻
龍
で
待
つ
女
」

で
金
賞
を
受
賞
し
た
ば
か
り
の
新
進
歌

手
で
す
。

定期総会

ョ、ンンマン
A
m
 

j
a

ん占
守子やみ島企

年
に

昭
和
町

リ
ハ
ビ
リ
教
室
-
度

第
二
回
巡
回
児
童
劇

ロ
パ
め
音
楽
座

「
ゆ
か
い
な
コ
ン
サ
ー
ト
」

フ月28日制

の
野
外
訓
練

五
月
二
十
八
日
、
町
の
リ
ハ
ビ
リ
教

室
に
参
加
し
て

い
る
み
な
さ
ん
が
、
白

川
町
の
駒
自
然
セ
ン

タ
ー
で
野
外
機
能

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
野
外
訓
練

は
、
年
に

一
度
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当

日
は
訓
練
の
ほ
か
、
や
ま
め
釣
り
や
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
、
散
策
な
ど
で
楽
し
い

一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
教
室
は
現
在
、

町
総
合
会

館
の
機
能
訓
練
室
で
、
専
門
の
先
生
の
指

導
の
も
と
で
月
二
回
、
自
主
訓
練
を
月

一

回
の
計
三
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
費
用

は
無
料
で
す
。
身
体
に
障
害
を
お
持
ち

の
方
で
、
こ
の
教
室
に
参
加
し
て
み
た

い
方
は
、
役
場
健
康
福
祉
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い

。

企白州町・駒自然センターにて

一
部

即

興

的

音
遊
ぴ
仮
面
劇

「
い
い
音
さ
が
そ
う
ク
ル
ル
ン
パ
」

二
部

楽

し
い
合
奏
と

コ
ー
ラ
ス

テ
ー
マ
「
音
と
遊
び
の
世
界
」

O
日
時

七
月
二
十
八
日
附

午
前
十
時

1
十

一
時
三
十
分

。
場
所
町
総
合
会
館
・
軽
運
動
室

O
料

金

無

料

。
入
場
ご
希
望
の
方
に
は
、
整
理
券
を

お
渡
し
し
ま
す
の
で

押
原
児
童
館

包

万

1
6
4
6
2

西
条
児
童
館

企

万

1
9
6
1
6

常
永
児
童
館

企

万

1
0
3
5
8

の
い
づ
れ
か
の
児
童
館
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

町
立
図
書
館
か
ら

今
月
の

お
す
す
め

図
書

{
一
般
図
書
】

O
わ
た
し
、
を
生
き
る

落
合
恵
子

0
危
険
が
い
っ
ぱ
い

家
田
荘
子

O
天
皇
家
の
お
茶
の
間

河
原
敏
明

海
竜
社

廃
済
堂

イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス

O
茜
色
の
戦
記

津
村
節
子

0

マ
リ
ア
ネ
ラ

B
、
p
、
ガ
ル
ド
ス

{
児
童
図
書
】

O
あ
い
う
え
お
つ
き
さ
ま

宮

地

敏

子

か

ど

創

房

O
月
夜
の
じ
ど
う
し
ゃ

渡

辺

茂

男

講

談

社

O
ご
め
ん
ね
ケ
ン

有
吉
忠
行

P
H
P
研
究
所

o
神
さ
ま
の
木

三
輪
硲
子

O
は
し
け
の
ア
ナ
グ
マ

J
・
ハ
ウ
カ
l

広
川
-
R
Hリ
↓
L

キ
干
冶
伴
4
d
l

4
y
古
川
出
十
ム

宰
?
U
4
dl

講
談
社

E平
吾ム
ロ聞

社

平成5.7.1⑤広報しようb



私
立
幼
稚
園

就
園
奨
励
費

の
お
知
ら
せ

平成 5年度の町民税の額 保育料が

(閤党がい る世帯) 減免される額

田I 民 税が非課税の場合 80，000円

町民税所得害!jが非課税の場合 4 0 ， 0 0 0円

町民税 5，000円以下の場合 24，000円

所得害Ij 53，000円 " 1 6 ， 0 0 0円

課税が 99，200円 I! 1 0 ， 0 0 0円

本
町
に
は
、
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励

費
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
私
立
幼
稚
園
に
在
関

す
る
三
歳
児
・
四
歳
児

・
五
歳
児
の
園

児
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
の
納
め
る
保

育
料
が
、
二
疋
の
条
件
を
満
た
す
場
合

に
減
免
さ
れ
ま
す
。

各
幼
稚
園
を
通
じ
て
申
請
書
類
を
配

布
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
お
手
元
に
届
い

て
い
な
い
場
合
は
、
七
月
十
日
ま
で
に
、

町
教
育
委
員
会

(宮

市
|
3
7
3
7
)

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

。
対
象
児

士
一品
域
旧
ん

農家のみなさんヘ

平成5年度昭和町農事賃金標準額
単位 :円

四
歳
児

五
歳
児

※
標
準
額
に
つ
い
て
ま
、
消
費
税
込
み
と
す
る

1重 Bリ 摘 要 標準額 備 考

吾Ea同E 大型トラクター 12.500 ほ場整備
10 a 

代 及び耕運機 13.500 その他

培土の場合 8.000 ほ場整備
耕 運

5割I曽、 10a 9.000 その他|

雇 人 時 申告 1.000 

9.000 ほ場整備
機械田植 10 a 

10.000 その他

9.500 ほ場整備

稲
バインダー 10 a 、ひも付

10.500 その他

刈 17.500 ほ場整備
コンバイン 10 a 、乾燥まで

18.500 その他

1見 豪史 10 a、脱穀のみ 8.000 
聞手芯ど
は雇主で

水稲・育萄 T枚、種別 630 

緑の生け垣に
し亡みませんか

町では「青空と緑と産業の町」にふさわしい緑あふれ

る街づくりをすすめるため、生け垣づくりを推進してい

ます。あなたの家で新たに生け垣をつくるとき、また、

いま建ててある塀などを取りこわして生け垣をつくりた

いとお考えの場合、次の条件を満たすと別表のとおり補

助金が交付されます。

①住宅用地の公道に面した部分に新たに設置するもので

あること。(既に設置してしまったものや、 工事に取り

かかっているものは補助対象になりません。)

⑧生け垣の延長が5メートル以上であること。

③樹木の間隔は境界より 1メートルごとに植えて、本数

は3本以上で、樹高が1.2メートル以上、枝幅は幹を中

心lこ0.8メートル以上であること。

④樹木の幹を道水路の境界線から概ね0.5メートル以上

離すこと。

※生け垣をつくる前に、役場都市計画課開発指導係

(fi75-211Dまでお問合せください。

⑥ 

N
H
K学
園
の

生
涯
学
習
通
信
講
座

平成5.7.1

N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
通

信
講
座
秋
期
の
受
講
生
を
募
集
し
て

一
一切

い

ま

す

。

一

い

O
お

申

込

み

七

月
三
十

一
日
ま
で

一報

O
案
内
書
(無
料
)
を
ご
希
望
の
方
は
、
一
広

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の

う
え
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

一T
1
8

6

0

1

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
2

お

N
H
K
学
園
8
E
訂
係
宛

合

(0
4
2
5
)
η
3
1
5
1

企生け垣に固まれた住宅(押越地区)

分 補助対象基本額 補助率区

樹木の購入経費
延長1;::1メートル当り

3分の2
8.000円を乗じた額

支 柱の購入経費
延長1;::1メートル当り

3分の2
2.250円を乗じた額

生け垣設置のための
ブロック塀等の菌積に 1平方メートル

3分の2ブロック塀等の取り
当り8.000円を乗じた額

壊し経費

植栽地の盛土を囲む
ブロックで囲む場合は延長に 1メ トル

3分の2当り 14.000円在、レンガの場合は
経費

24.000円を乗じた額

樹木の移 植経 費
延長に 1メートル当り

全 額
3.000円を乗じた額



盗犯防比
重点地区

警察庁指定
少年を明るく
育てるモデル

地区

O
盗
犯
(
侵
入
盗
)
防
止
重
点
地
区

今
年
度
の
警
察
庁
が
指
定
す
る
、
県

内
の
盗
犯
(
侵
入
盗
)
防
止
重
点
地
区

に
昭
和
町
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
十
九
日
に
は
盗
犯
(
侵
入
盗
)

防
止
重
点
地
区
推
進
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、
住
民
代
表
九
人
が
推
進
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
町
で
も
人
口
増
加
、
共
働
き
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
侵
入
盗
難
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
県
内
で
三
番
目

に
侵
入
盗
難
が
多
い
自
治
体
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
推
進
委
員
や
防
犯
団
体
な

ど
を
中
心
に
総
合
的
な
防
犯
対
策
が
推

進
さ
れ
、
ま
た
警
察
活
動
も
集
中
的
か

っ
継
続
的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
日
常
生
活
を
脅
か
す

侵
入
盗
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

O
少
年
を
明
る
く
育
て
る
モ
デ
ル
地
区

「
押
原
中
学
校
地
区
の
、
主
と
し
て

中
学
生
、
及
ぴ
小
学
生
高
学
年
を
対
象

に
、
警
察
と
家
庭
、
学
校
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
た
非
行
防
止
活
動
を
推
進

ずれtゆを締一戸+AF 
4
J
 

4
u
 

出お企

し
、
少
年
非
行
の
抑
止
を
図

っ
て
い
く
」

こ
の
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
町
が

警
察
庁
か
ら

「少
年
を
明
る
く
育
て
る

モ
デ
ル
地
区
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
警
察
署
長
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
推
進
委
員
二
十
名
を
中
心
に
、
警
察

と
連
携
し
な
が
ら
、
非
行
防
止
座
談
会

や
非
行
防
止
教
室
の
開
催
、
ま
た
補
導

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

青少年育成

功労者表彰

スポーツ少年団
発展に寄与

藤本征男さん
(西条ニ区)

G
 

G
D
 

一斗

M

U

曲一一一一一品c
e
 

aw 

国
際
化
を
迎
え
た
今
、
在
日
外
国
人

の
人
権
問
題
な
ど
新
た
な
人
権
問
題
も

発
生
し
て
お
り
、
国
際
的
な
視
野
を
も

っ
て
私
た
ち
の
人
権
意
識
を
見
つ
め
直

す
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

みなさんの

基本的人権を守る

ご存じですか永
年
に
亘
り
、
昭
和
町
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
藤
本
征
男
さ
ん
が
、
五
月

二
十
五
日
、

青
少
年
育
成
山
梨
県
民
会

議
通
常
総
会
の
席
上
、
青
少
年
育
成
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

藤
本
さ
ん
は
、
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
設
立
と
同
時
に
専
任
指
導
者
と

し
て
活
躍
さ
れ
、
昭
和
六
十
年
か
ら
は

駈
督
に
就
任
さ
れ
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
十
五
年
間
、

サ

ッ
カ
ー
の

技
術
面
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
に
つ
と
め
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

O
町
の
人
権
擁
護
委
員
さ
ん

(
敬
称
略
)

等

(

宮

市

2
0
5
0
)

朝
徳
(
岱
万

1
3
4
6
5
)

誠

(

岱

河

1
3
0
1
6
)

通

(

宮

市

1
2
8
2
0
)

岩鷹望井
村野月口

ご
存
じ
で
す
か

検

察

審

査

検
察
審
査
会
法

施
行
四
十
五
周
年

~ 
%E 

今
年
は
、
検
察
審
査
会
法
が
施
行
さ

れ
て
四
十
五
周
年
に
な
り
ま
す
。
交
通

事
故
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
て
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う

な
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
の
処
分
が
正

五
月
十
七
日
、
郡
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
定
期
総
会
の
席
上
、
望
月
朝
徳
さ

ん
が
、
山
梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

望
月
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら

町
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

夫
婦
問
の
問
題
、

子
ど
も
の
問
題
な
ど

山梨県

人権擁護委員

連合会長表彰

を受賞

望月草月徳さん
(押越)

し
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
の
が
検
察

審
査
会
で
す
。

検
察
審
査
会
事
務
局
で
は
、
検
察
審

査
会
の
役
割
を
紹
介
し
た
ビ
デ
オ
映
画

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
甲
府
検
察
審
査
会
事
務

局
(
包
お
1
1
1
3
1
)
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
の
解
決

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

望
月
さ
ん
は
、

「
み
な
さ
ん
に
も

っ
と

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
知

っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ど
ん
な
相

談
に
も
気
軽
に
応
じ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

⑦広報しようわ 平成5.7.1



はっびいたいむ

〈西条一区)宣恵さん

合
月
は
、
昭
和
体
協
マ
マ
さ
ん
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
西
条
ク
ラ
ブ
L

の

監
督
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
、
三
井

宣
富
山
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

「お
宅
の
お
嫁
さ
ん
は
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
し
ま
す
?
も
し
よ
か
っ
た
ら
一

緒
に
:
・
」
西
条
ク
ラ
ブ
発
足
当
時
、
三

井
さ
ん
は
、
若
い
選
手
を
集
め
る
の
に

と
て
も
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

三
井
さ
ん
は
、

昭
和
体
協
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
選
手
と
し
て
プ
レ
ー

し
て
い
ま
し
た
が
、
西
条
小
学
校
が
創

立
さ
れ
た
昭
和
五
十
九
年
に
、
県
へ
の

登
録
が
小
学
校
区
単
位
と
い
う
こ
と
で
、

チ
!
ム
が
押
原
ク
ラ
ブ
・
西
条
ク
ラ
ブ

に
分
か
れ
、
そ
の
時
か
ら
現
在
ま
で
十

年
間
、
西
条
ク
ラ
ブ
の
監
督
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
西
条
ク
ラ
ブ
の
練
習
が
週

一

回
、
西
条
一
区
地
区
の
練
習
が
月
三
回

あ
り
、
監
督
と
し
て
ま
た
選
手
と
し
て

プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

「県
下
に
は
マ

マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ

l
ム
が
百
三

十
チ
l
ム
も
あ
る
の
で
、
大
会
で
勝
ち

進
む
こ
と
は
な
か
な
か
大
変
で
す
が
、

部
員
二
十
人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
抜
群

な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す。

三
井
さ
ん
は
現
在
、

山
梨
県
家
庭
婦

人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
連
盟
の
理
事
も
務
め

て
い
ま
す
。

「
チ
!
ム
プ
レ
ー
を
大
切

に
す
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
の
輪
が
、

地

域
の
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
が
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
私
は
、
小
学
生
の
時
か
ら
バ

レ
ー
を
し
て
い

ま
す
が
、
五
十
代
六
十

代
に
な
っ
て
も
生
涯
バ
レ

ー
と
し
て
、

年
相
応
の
楽
し

い
バ
レ
ー
が
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
そ
の
た
め
の
組
織
が
で
き
た

ら
素
晴
ら
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す。
」

「私
が
好
き
な
バ
レ
ー
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
、
部
員
や
地
区
の
み

な
さ
ん
、

ま
た
家
族
の
協
力
の
お
陰
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
み

な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
L

と
、
三
井
さ
ん
は
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

... rこれ からもずっと バ レーを続けていき

たい と」と話す三井さん

治llrm
-材料 (4人分)

かぼちゃ 600g 

牛乳2カップ

白みそ(甘口)大さじ2先

-作り方

⑦ かぼちゃは種を除いて3""'4センチ角に切り、面取りをし

ます。

② 牛乳とみそを合わせて、なめらかに溶きます。

③ 鍋にかぼちゃを並べて②を加え紙ぶたをして火にかけ、 20

""'30分、煮汁がなくなるまで煮ます。

か
ぼ
ち
ゃ
の
み
そ
ミ
ル
ク
煮

栄養改善推進員

久保田美奈子さん(西条一区)
| ちょっと一言 | 
お年寄りにも食べやすい牛乳料

理です。
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医l宮古|メ|
女「院外処方せん」

って何だ?
山梨医科大学医学部附属病院薬剤部

主任薬剤師 中 津ー純

てレまめじI~ 

近
年
、
医
療
の
高
度
化
、
専
門
化
に

と
も
な
い
機
能
分
化
が
進
み
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野

の
中
で
努
力
、
協
力
し
合
う
こ
と
で
、

皆
さ
ん
に
よ
り
よ
い
医
療
の
提
供
が
図

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
医
療
の

専
門
化
の

一
環
と
し
て
患
者
の
皆
さ
ん

に
「
よ
り
よ
い
医
療
」
と

「患
者
サ
ー

ビ
ス
」
を
提
供
す
る
た
め
に
「
医
薬
分

業
」
が
行
な
わ
れ

「院
外
処
方
せ
ん
」

が
発
行
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
が
病
気
や
け
が
に
よ
り
お
医

者
さ
ん
の
診
察
を
受
け
、
そ
の
結
果
薬

が
必
要
と
な
る
と
お
医
者
さ
ん
は
あ
な

た
の
病
気
や
け
が
を
治
す
た
め
に
必
要

な
薬
を
選
ぴ
、
そ
の
量
や
使
い
方
を
決

め
、
処
方
せ
ん
を
書
き
ま
す
。
か
か
っ

た
病
院
、
診
療
所
で
は
そ
の
処
方
せ
ん

で
お
薬
を
作
り
ま
す
。

「院
外
処
方
せ

ん
」
と
は
、
そ
の
処
方
せ
ん
を

「保
険

調
剤
薬
局
」

へ
持
っ
て
行
き
お
薬
を
作

っ
て
も
ら
う
と
き
に
必
要
な
も
の
で
す
。

で
は
、
具
体
的
に
「
院
外
処
方
せ
ん
L

に
よ
り
お
薬
を
も
ら
う
と
ど
ん
な
良
い

点
が
あ
る
か
“説
明
し
ま
す
。
先
ず
、
お

医
者
さ
ん
か
ら

「
院
外
処
方
せ
ん
」
を

発
行
し
て
も
ら
っ

た
ら
、
お
近
く
の
「保

険
調
剤
薬
局
」
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
で
は
病
院
と
同
じ
専
門
の
薬
剤
師

が
い
て
責
任
を
持
っ
て
調
剤
し
て
く
れ

ま
す
。

「保
険
調
剤
薬
局
」
で
は
、
病

院
の
薬
局
の
よ
う
に
患
者
さ
ん
が
集
中

し
ま
せ
ん
の
で
待
ち
時
間
が
短
く
て
す

み
ま
す
。
さ
ら
に
、

「院
外
処
方
せ
ん
L

の
有
効
期
間
は
発
行
日
を
含
め
て
四
日

以
内
で
す
の
で
、
そ
の
聞
な
ら
患
者
さ

ん
の
都
合
の
ょ
い
と
き
に
お
薬
を
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
病
院
の

薬
局
で
も
で
き
る
だ
け
患
者
さ
ん
の
ご

質
問
に
お
答
え
す
る
よ
う
に
し
て
お
り

ま
す
が
、
混
雑
時
に
は
ご
期
待
に
添
え

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

と
き
で
も
「
保
険
調
剤
薬
局
」
で
す
と
、

お
薬
の
飲
み
方
や
内
容
に
つ
い
て
詳
し

い
説
明
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

「保
険
調
剤
薬
局
」
の
中
か
ら
、
あ

な
た
の
便
利
な
薬
局
を

「
か
か
り
つ
け

薬
局
」
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
あ
な
た

の
体
質
や
今
ま
で
飲
ん
だ
お
薬
の
記
録

(
薬
歴
)
を
と
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

以
前
副
作
用
を
起
こ
し
た
お
薬
と
同
じ

種
類
の
お
薬
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
更
に
、
他
の
病
院
な
ど

で
も
ら
っ
た
お
薬
や
、
市
販
の
お
薬
と

の
相
互
作
用
(
飲
み
合
わ
せ
)
の
チ
ェ

ッ
ク
も
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
利
点
が
あ
り
安
心
し
て
飲
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

た
だ
、

「院
外
処
方
せ
ん
」
を
利
用

さ
れ
る
場
合
次
の
こ
と
を
ご
理
解
く
だ

さ
い
。
料
金
の
支
払
い
は
、
病
院
で
は

診
療
に
か
か
る
費
用
を
お
支
払
い
い
た

だ
き
、

「保
険
調
剤
薬
局
」
で
は
お
薬

に
か
か
る
費
用
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

公
費
、
老
人
医
療
の
方
の
ご
負
担
は
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
自
己
負
担
の
あ
る
方

は
院
内
で
も
ら
う
よ
り
、
多
少
割
高
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
特
別
な
場
合
を
除

き
、
料
金
は
ど
こ
の
「
保
険
調
剤
薬
局
」

で
も
同
じ
で
す
。

気
軽
に
い
つ
で
も
相
談
で
き
、
信
頼

で
き
る
「
か
か
り
つ
け
薬
局
」
を
患
者

さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
が
持
つ
こ
と
が
大

切
と
考
え
ま
す
。

企
画

財
団
法
人

⑧
⑧
⑧
⑧
⑧
 

(
五
月
一
日
j
三
十
一
日
受
付
・
叡
祢
路
)

大
お
誕
生

西西

条条地

一一区
区区

河 飯築紙 西

地漉条
新阿 I 新 1

西喰 居 原 田

11 河11 

大

東
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一
夫
)
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樹

(

隆
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夫
)

大
川
尚
樹
(
正
彦
)

坂
本
麻
貴
子
(
正
人
)

一
瀬
あ
い
み
(
秀
富
)

丸
茂
洋
平
(
和
也
)

古
畑
あ
や
め
(
秀
樹
)

河
田
ゆ
か
り
(
正
)

高
山
寛
司
(
政
宏
)

後
藤
李
奈
(
康
文
)

H

希
枝

(

H

)

篠
原
詩
織
(
正
和
)

森

美

琴

(

史

郎

)

長

津

瑞

季

(

雄
二
)

上
河
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貴
之

(
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直

子
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彦
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子

大
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水

越

妙

子

長

田

秀

喜

植
松
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佐
子

村

松
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記

小
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純
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紙
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築

地
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会
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県政ノ[ズが

発車しまず

県では、みなさんに県や地域の特色

ある施設などを見学 していただき、み

んなで住みよい 『やまなし』を築くた

めにこの催しを実施しています。

ロコース綾子で学ぽうコース

ふるさと文化コ ース他

。募集人員 各 コース 50人

口実施日時前期 8月 3・4・6日

後期 8月17・18・20・26

27・9丹2日

ロ募集期間 前期 7月21日まで

後期 8月2日まで

ロ詳しくは 県庁内県広報協会

11挟中支部

(怨37-1912) まで

0
日

時七
月
二
十
七
日

ω
形
づ
く
り

二
十
八
日
附
形
づ
く
り

八

月

十

七

日

ω
色
づ
け

三
十

一
日

ω
作
品
渡
し

午
後
七
時
三
十
分

l
九
時
三
十
分

O
場

所

町

中
央
公
民
館
・
工
作
室

。
定

員

親
子
で
十
五
組

O
費

用

親

子

一

組

一

千

円

(
材
料
費
)

O
持

ち

物

エ

プ

ロ
ン

タ

オ

ル

0
募
集
期
間

七
月
十
五
日
同
か
ら

(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
)

O
お
申
込
み
は

昭
和
町
教
育
委
員
会

(
台
目

|
3
7
3
7
)
ま
で

親
子
陶
芸
教
室

親
子
で
土
を
ね
り

「
ゆ
め
」
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か

郵
便
局
で
は
簡
易
保
険
の
資
金
融

資
で
つ
く
ら
れ
た
学
校
・
公
園
・
市
町

村
庁
舎
な
ど
の
施
設
、
ま
た
は
簡
易
保

険
保
養
セ
ン
タ
ー

-
加
入
者
ホ

i
ム
を

題
材
と
し
た
明
る
い
写
真
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

。
募
集
期
限

八
月
三
十
一
日
ま
で

O
作

品

未
発
表
の
物
に
限
る

大
き
さ
は
カ
ラ

l
・
白
黒
と
も
キ

ャ
ビ
ネ
ッ

ト
判
以
上
で
、
四
つ
切
り

判
以
下
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
ご
応
募
を
心
か
ら
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

田
富
郵
便
局

母色
富量
司金
之タ ま

@毛ジ 手
足掻 a ~ 
b 砂 J

③ 
世

労
働
者
派
遣
事
業
は
労
働
大
臣
の

許
可
を
受
け
、
ま
た
は
届
出
を
行
っ
た

派
遣
元
事
業
主
に
限
り
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

行
う
こ
と
の
で
き
る
業
務
は
、
事
務

用
機
器
操
作
、
建
築
物
清
掃
、
受
付
・

案
内
・
駐
車
場
管
理
な
ど
十
六
の
適
用

対
象
業
務
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

派
遣
労
働
者
の
受
け
入
れ
は
、
許
可
・

届
出
を
行
っ
た
派
遣
元
事
業
主
か
ら
、

「事
業
対
象
業
務
」
の
範
囲
内
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

。
相
談
、
お
問
合
せ

は

ハ

ロ
l
ワ
ー

ク
甲
府
(
甲
府
公
共
職
業
安
定
所
)
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

2

n
1
6
0
6
0

労 吉
適働 ほ
正者
運派
営遣

準霊
月
闘
で
す

語
火
に
よ
る

火
災
を
防
ご
う

-
花
火
を
上
げ
る
と
き
は
、
人
や
家
に

向
け
た
り
、
燃
え
や
す
い
物
の
あ
る

場
所
で
は
上
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ、っ。

-
た
く
さ
ん
の
花
火
に

一
度
に
火
を
つ

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
水
の
用
意
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

0

・
上
げ
終
わ
っ
た
ら
必
ず
水
を
か
け
ま

ーレト
」阜、「
ノ。

甲
府
地
区
消
防
本
部

J

士
号
一
二
一

)

敬
数

れ
=
日
ト
い
ド
」
誌

龍一

牛

忘

分
一

傷
一
人
川
一
前
回

一
刈

LUr-口月
百
十
同
ド
」時

内

長

二

引

一

5
一
竺

砕

け

砕

け

一)
条

町
発
を
初
一
二
J

j

一
駒
川
間
川
一
(
佃

「
」

頃

車

一一

一件
一射
し
刈

ト
一

救
急
法
講
習
会

が
行
わ
れ
ま
す

甲
府
地
区
消
防
本
部
で
は
、
幼
児

・

小
学
生
の
水
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
救
急
法
の
講
習
会
を
行

い
ま
す
。

0
講
習
期
間

七
月
三
十

一
日
ま
で

(
希
望
に
よ
り
、
期
間
外
で
も
受
け

付
け
ま
す
)

O

お
申
込
み

南
消
防
署
救
急
係

(2
2
1
1
1

9
0
)
ま
で

口
日

時

七
月
九
日
働

午
前
十
時
開
会

口
会

場

塩
山
市
中
央
公
民
館

口
主

催

ふ
る
さ
と
こ
と
ぶ
き

交
流
ひ
ろ
ば
実
行
委
員
会

口
収
容
人
員

八
百
人

口
講
演
会

講
師

内
海
桂
子
先
生

ー
女
芸
人
の
泣
き
笑
い
半
世
紀
i

「転
ん
だ
ら
、
起
き
れ
ば
い
い
さ
/
」

口
催
し
も
の

シ
ル
バ

ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー

郷
土
芸
能
発
表
カ
ラ
オ
ケ
大
会

作
文
発
表
お
楽
し
み
大
抽
選
会

ロ
詳
し
く
は

(
包
幻

1
2
8
0
0
)
の

事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

Z
察
肉

ふ
る
さ
と
こ
と
ぶ
き

交

流

J

広

場

社
会
保
険
労
務
士
会
で
は
中
小
企

業
が
労
働
時
間
短
縮
を
進
め
て
い
く
た

め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

A-事
業
の
内
容

時
短
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派
遣

診
断
及
ぴ
指
導
・
助
言

・
期
間

一
年
以
内

av
費
用

無
料

・
お
申
込
み
先

山
梨
県
社
会
保
険
労
務
士
会

(
岱

日

i
5
2
7
2
)
ま
で
ど
う
ぞ

時
短
診
断
サ
ー
ビ
ス

の

ご

案

内

国保ミこだより
町が医療機関などに支払った 4

月介の医療費は、約3234万 9千円

です。 (前年同月比 4.2%の増)

病気の予防は、早

♂苅 期発見、早期治療

- H《ゐ が大切です。むや

旬、問問 みな転医はつつし

f;; (:恨 み、医療費を大切
ー γ ー にイ吏し、ましょう 。

広報しようわ 平成5.7.1 ⑩ 



昭和町職員採用試験のお知らせ

昭和町では、町職員の採用試験を県下町村職員統一試

験の要項により次のとおり実施いたします。

fi75-2111 

職種 受付期間 第T次試験日 受験資格

事務職 I

7月29日 8月29日(日)
昭40年 4月 2日か ら

昭47年 4月 1日生
事務職 ~ 山梨大学

8月12日 教育学部
事務職II

日目43年 4月 2日から

昭51年 4月 1日生

昭和町役場総務課-お問い合せ・申込み先

震リ

〈ア
中巨摩郡体育祭り

( 1111 "ところ

¥どLノ開会式

中巨摩郡スポ少体育祭り

①長

重〉の行月

白根町

午前 9時

立里

白根町

午前 9時

児回巡
総合会館軽運動室

午前10時~1l時30分

入場無料・ ( 5 P参照)

ところ

時間

その他
区 分 方法 内

古Fヴ旬、

択一式
公務員として必要な一般的知識技能

第 教養試験 について、 Iは大学卒業程度、 IIは高事務職 120分

語次
校卒三献血支で試験を行う 。

II 事務適'1生 職員と しての適性を、正確さ、迅速さ

検 査
10分

の作業能力面から検査を行う 。

-試験の方法

健診
午前 8 時~10時30分

一般健診 胃レントゲン

胸部レントゲン他

~ 

ロ町総不日

付

容

8f3 

。 区 分 内 t自供~

論 述試験90分
主と して文章による表現力等について試

第 験を行う 。

次試験
口述試験 人物について、面接による試験を行う。

-jij性格診断検査
職務及び職場への適応性を性格特性面か

ら検査を行う 。

コエ

初 j山者ゴルフ教室

親

ろ

閏

他

と

時

その

室

リバーサイドゴルフ練習場

午後 8 時~10時

教育委員会(ft75-3737)

中央公民館工作室

午後 7 時30分~9 時30分

計 4回の教室 ・(lOP参照)

教t
z
 

陶子

F 、とこ ろ

( 1:，時間

ミ出ノお問合せ

※lur内在住者を優先的に保!日します。

包九又

D
ご安一

Rq

+n-一=ロ
f
U圃

ι
q
-
3
r
v

口
温
水
プ

l
ル

休
館
日

五
日
・
十
二
日
・
十
九
日

二
十
六
日

(
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
)

口
町
立
図
書
館

休

館

日

五

日

・

十
二
日
・
十
九
日

二
十
六
日
・

三
十
日

(
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
と

月
末
整
理
日
)

O
子
ど
も
ア
ニ
メ
映
画
会

十
七
日
出
午
後

二
時

1

口
総
合
会
館
温
泉

定
休
日
四
日
・
十
八
日

(第

一
・三
日
曜
日
と
祝
日
)

甲
府
青
年
会
議
所
か
ら

テ
ー
マ
別
公
開
例
盆

の

案

内

... 、、

ら圃

O 
日

時

七
月
二
十
二
日
制

午
後
六
時
三
十
分
受
付

午
後
七
時
開
会

昭
和
町
総
合
会
館

「
わ
が
ま
ち

山
の
都
の
新
マ
ッ
プ
」

一
市
五
町
の
将
来
性
を
、

講
師
の
方
か
ら
お
聞
き
し
、

明
日
の
わ
が
ま
ち
を
考
え

フ
Q

。

O
お

問

合

せ

甲

府

青
年
会
議
所

(
岱
お

1
5
4
2
3
)

O
場

所。テIマ
O 
内

，チ，.，
ぞ岳

と

七
月
十
日

(毎
週
第
二
土
曜
日
)

午
後

一
時

l
三
時

総
合
会
館

町
結
婚
相
談
員

き

と
こ
ろ

相
談
員

と

き

七
月
七
日
・

二
十

一
日

(
毎
月
第

一
・
第
三
水
曜
日
)

午
後

一
時

l

中
央
公
民
館

行
政
相
談
員

炉
』
こ

λ
J

相
談
員

有
泉
淳
夫
氏

と

き

七
月
七
日
・
十
四
日

二
十

一
日
・

二
十
八
日

(
毎
週
水
曜
日
)

午
後

一
時
l

総
合
会
館

町
社
会
福
祉
協
議
会
専
門
員

民
生
児
童
委
員
正
副
総
務

と
こ
ろ

相
談
員先

日
、
久
し
ぶ
り
に
サ

ッ
カ
ー

を
し
ま
し
た
。
神
社
の
境
内
で
相

手
は
子
ど
も
た
ち
。
一

点
を
争
う

シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
は

一
時
間
を
経

過
し
、
お
と
な
チ

l
ム
は
だ
ん
だ

ん
劣
勢
に
。
結
局
一
点
差
で

あ

ιノ
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
号
日
一

今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
サ

一
説
U

一
ッ
カ
ー
が
上
手
で
す
ね
。
最

二
話
一

後
は
お
と
な
の
方
が
人
数
が

一
首
胴
一

/
]
川
¥
多
か
っ

た
の
に
。
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園田園保健だよ0

7月20日(火) 7月21日(水)

-平成 4年12月出生児 -平成 4年 6月出生児

-平成 5年 3月 -平成 4年 9月

西条地区 1 00-1 3 0分

押原地区 1 3 0 -2 0 0分

常永地区 2 00-2 3 0分

日

象

.期

.対
今年も町と JA (農協)が一体となり総合健診を実施

いたします。健診は健康管理のスタートライン、この機

会に「健康」を見つめなおしてはいかがでしょうか。

お申込みなされた人は、期日、会場等おまちがえのな

いよう受診してください。

※ 

付.受

総合会館

母子手帳・保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

〔乳児整形外科検診t
7月27日(火)

平成 5年 3月 1日-4月30日までの出生児

1 00-1 : 3 0分

総合会館

母子手帳

.期日

.対象者

.受付

.場所

.持ち物

〔3 歳児健康診査.
7月29日(木)

平成 2年4月1日-5月31日までの出生児

1 00-1 3 0分

総合会館

母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べ物についての

質問票・尿検査セット

.期日

.対象者

.受付

.場所

.持ち物

期日 対象地区 4z2=z 、 場 時間

7月?臼(桐 西 河~ζ 区 西条二区第一公会堂

2日(金) 西条新田・紙漉阿原 *総 4C2コト dzb =z 皇官 午

3日(土) 西条一区・二区 安西条小体育館 前

4日(日) 全 i也 区 大総 dEb コ dzb=z 、 自官 8 

5日(月) 押 越 女総 4c2コ~ ，zdb=王、 â~ 日寺

6日(火) J、三F弓主 水 幸万 居 安清水新居公民館

7日(水) 上河東・上河東二区 実常永児童館 10 

8日(木) 飯喰 ・ 河西 *常永児童館 時

9日偉) 築 i也 来庁 居 *総 4cb コ dヱ会エ、 自官 30 I 

11日(日) ノi内二、 I也 区 *総 4c2コh z合=ζ、 皇官 分

12日(月) j司 東 中 島 *総 4c2コh z合=王、 自官

.期日、対象地区、会場

-場所

.持ち物

〔母子手帳交付・一般健康相談J
7月9日(金) 1:30-4:00分

7月19日(月)、30日(金) 9:00-11:30分

総合会館

母子手帳交付には、印鑑が必要です。

一般健康相談は、 40歳以上の人を対象に、血圧測

定、尿検査など健康に関する質問にひろくお答えし

ておりますので気軽にお出かけください。

日.期

午前 8: 00-1 0 : 3 0分

一般健診、胃レントゲン検査、超音波(エコー)

検査、大腸がん検査、胸部レン トゲン検査。

かくたん検査は後日実施します。

.受付

.内容

.場所

・そのf也

日時ア月2日・ 16日(金)午前10時50分--10時55分
場所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてくださし」また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか

り封をしてくださし」

食胸部レン トゲン検査のみ受診する人へ

上記のどの会場でも検査は受けられます。検査の際

は別に郵送する受診票を忘れずお持ちください。

町のレントケ。ン検査以外(勤務先、学校、病院等)

で受診する(した)人、または、何らかの理由で受

診できない人は別に郵送する受診票に記入し、役場

健康福祉課(総合会館内)か、健診会場へお持ちく

ださい。

その他、詳しい内容は個人通知でお知らせします。

1 

2 

3 

※収集日が祝日の場合は収集業務はいた しませんの

で次回の収集日をご利用ください。

※必ず町指定の収集袋を使用してくださし」

ール箱などでは出さないでください。

※収集袋、荷札には必ず住所、氏名を記入してくだ

さい。荷札は組大ゴミに使用してくださし」

※収集日の当日 午前8時30分までに出してください。

※可燃物、不燃物の分別はしっかりおこなってくだ

さい。

⑫ 

ダンボ.
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上
河
東
二
区

上

河

東

河

西

飯

喰

築
地
新
居

紙
漉
阿
原

河
東
中
島

押

越
西
条
新
田

清
水
新
居

西
条
二
区

西
条
一
区

地

区

月・木曜日毎週火・金鍵B毎遺燃
え
る
物

T日・ 5日.8日.12日・15日
19日.22日.26日・29日

28巴

ア日・ 21日

2日・6日・9日・13日・16日
20日.23日・27日・30日


